
岩手県八幡平市 金野 利哉 デジタル

【年 齢】
27歳

【出身地】
岩手県一関市

【転出元】
神奈川県横浜市

【前 職】
青年海外協力隊

【活動時期】
R3.4～

（2年目）

青年海外協力隊員としてフィリピンで活動していましたが、
新型コロナウィルスの影響で日本に帰国していました。そ
の期間でプログラミングスキルを身に着けたいと思い、八
幡平市で開催されているスパルタキャンプに参加し、八幡
平市で起業された先輩達をはじめ、多くの面白そうな人た
ちがいて、私も八幡平市で仕事がしたいと思っていました。
そんな時に地域おこし協力隊の仕事を紹介してもらい、や
りがいがありそうだったので応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）toshiya@8mt-okoshi.com （電話番号）070-7489-1263

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（八幡平市公式LINE)

今後の活動として、現在八幡平市で運用中の公式LINEの
アップデートをしていきたいと思っています。また、私の
開発した公式LINEを他市町村でも使ってもらえるように、
広める活動をしていきたいと思っています。
地域おこし協力隊の任期終了後は、八幡平市に残って、

公式LINEの運用をする会社を経営したいと思っています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●八幡平市公式LINEの開発

防災無線が聞き取り難いという課題を解決したいと
思い、私は八幡平市の公式LINEを開発しました。機
能としては、市役所からのイベント情報や、お知ら
せをリアルタイムで発信するのはもちろん、私の独
自技術で、火災などの災害が起きた時に自動でLINE
を通じて配信する仕組みを開発しました。災害時は
とても忙しいというのは前職で経験しているので、
負担の軽減のために自動で配信する仕組みを開発し
ました。現在は住民の皆様が自分の欲しい情報だけ
を選択して取得出来るように、新たな開発をしてい
ます。
また、この開発したLINEは市役所以外でも利用する
ことが出来ます。現在は八幡平市内の民間企業に導
入したり、病院の予約にも利用したいとのお話を頂
いている状況にあります。

●公式LINE説明会の実施
住民の皆様方に公式LINEを利用してもらうために、
公式LINEの説明会を実施しました。住民の方々から
は“防災無線で聞こえなくてもLINEでテキストで見る
ことが出来るから便利”や“市外にいても情報を得られ
るから便利”など好評を頂いています。
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